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Ａ．研究目的             

ライソゾーム病に含まれる4つの疾患、フ

ァブリー病、シンドラー/神崎病、シアリド

ーシスおよびガラクトシアリドーシスの診

断基準（案）を作製する。 

 

Ｂ．研究方法 

これまでに報告された論文、書籍、学会

発表や本研究分担者らの研究成果および経

験を基に、本邦における診断基準（案）作

成を行った。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、明治薬科大学倫理委員会規約

を遵守して行った。 

                   

Ｃ．研究結果             

ファブリー病、シンドラー/神崎病、シア

リドーシスおよびガラクトシアリドーシス

の各疾患に対して、1．疾患概要、2．臨床

病型、3．診断基準（主要臨床所見、診断の

参考となる検査所見、診断の根拠となる検

査、確定診断）、4．鑑別診断と 5. 補足説

明の項を記載した診断基準（案）を作製し

た。 

 

Ｄ．考察               

今回作成した各疾患の診断基準（案）は

詳細であり、これらの疾患の診断を行う診

療医にとって、大いに参考になると期待さ

れる。 

 

Ｅ．結論               

 ファブリー病、シンドラー/神崎病、シア

リドーシスおよびガラクトシアリドーシス

の診断基準（案）を作製した。 
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